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【目的］

　超好熱菌 PyrOCOCCUS　kodak鏘 ensis ・KOD1 株 の AcetyePO驂 ｝漁 e

　ainidohytiroiase ｛APH ）の 塩基配列と酵素的性質

　 （阪大 隴 ・工 ・応 生 ，＊ 京大院 ・工 ・生 化、CR 匠ST 今中プロ ジ ェ ク ト）
　○林 智憲　藤原 伸介　高木昌宏　＊ 今中忠行
飛 リ

”

ミンは、 DNA ・RNA など多様な 酸性物質 と根互作罵 する こ とで 、 細胞

増殖 ・分化に様々 な効果を発 揮す る こ とが分 か っ て い る 。 本研究 で は 、 ア セチル 求 リア

ミンの 脱アセチル化を触媒 する APH の遺伝子 を超好熱菌か らク 羅
一 ン化 する ととも に 、

そ の 構造 解析 を行 い 、組換え APH の 酵素的性質を検討 した 。

匿方法 ・結 果 襲　 超好熱 菌 P．　kodakaraensis　 KOD1 綜 の 90r遺伝 子 （膕 oiepyruvate

terredoxln　oxiCioreductase を⊇
一

ドする｝の下流に fd〆cop ’ana 　ramosa の aphA 遺伝子
と高い 相 同性を有する遺伝子 ホモ 9 グを見出 した 。 こ の遺繊子 臻モ 醐 グの 全 域を ク 翼

一

ニ ング し、得 られ た遣伝畢 を 融 一aρhA と命名 した e

　塩基配列を決定 し驚 と こ ろ、開始コ ドンは TTG で あるこ とが示唆 され 、
　 ORF は 1002

塩基か らなるこ とが予想 された ．推定ア ミ ノ酸配 列は 、絃 姆 ησ齦 の APH と梱 同性を示
し、34％ の ア ミ ノ酸が 同

一
で あ っ たが 、 M ．　rEVηosa に特徴的な亜鉛 結合部位 は認め られ

な か っ た 。P蒔卸 継 遣伝子 を PCR 法で i曽幅 し．発現ベ クタ
ー
p∈T −8cに導入 し、組換え プ

ラス ミ 鞠 E芋 翠 麟 を欝た epET
−aphA をM い て 大腸菌を形質転換 し誘導発現を試み 、 糧

酵素液 を抽出 した 。 得 られた 粗酵素液を用 い て．アセチル プタ レス シ ン、アセチル ス ベ ル

ミ ジン、ア セチル ス ペ ル ミ ン に 対する脱ア セチル 化活性を調べ 走 。
Pik−APH 　fs　sO℃以上で

い ずれ の 基質 に対 して も活性を承 し、7ぴC が臓応最適温度で あ っ た 。 現在、ρ趣 APH の 精

製を葡 っ て い る e
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704 超蜂熱ee　SコyrOCOCCUS　kodakasraensis　K◎Dl 株の細胞分裂蟹 白質 P拓 F朧 Z の

機能 《阪大院 ・工 ・応 用生麹、
de
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・
工 ・生化 、　CRffST 今串 プ geジ ェ
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糶 軅 　　細菌 に存在する 綏胞分裂タ ンパ ク質 Ftszは細胞分裂の 初期 に中心的な役割を

果 た す。そ の
一

次配鯉 は真核生 物の 細胞骨格タ ンパ ク質 tubuiin と飆同性が高 く、構造的

に も類似 して い る 。 我々 は細馳分裂の 原始的機構に関 する 知見を得るため 、 超好熱始原

菌 尸yrococcus　kodakblaeη εts　KODI 株の FtsZタンパ ク質 （Fk−？　tsZ＞に注 目 し 、 組換え

タ ンパ ク質と して Rk−Faszを精製 し、生 化学的性質を検討 した 。

【方法及び結果 コ　 Rk −frsZ遺伝子 を系統的に解析 する と細菌 F軈 z、真該盆物 tulOulinと
ほ ほ等距離で離れ てお 箏、極め て 興味 深い位置付 けが認め られて いる 。 勲 一離 Z 遺伝子 を

プラス ミ 91　pE丁8C に導入 し、大腸 菌 亂 雛 崢 E3｝を竊主 に瀰い て 組臻えタ ンパ ク質 として

大量 発現 させた 。細胞破 砕液を 熱処理 後．陰イ＃ ン交換カ ラム 、ゲル ろ過カ ラム に供 し、
Pk −FtsZを精製 し た 。

　 Pk −F電sZ は細菌の FasZs 真核生物の 曲 bu 輪 に広 く認 め られ る 《罫 P
結 合活性 及び GTPase 澑牲を 有 して い た．さ らに大腸 菌 PA 聡 4株 億謡 84）を用い て

生育の相補 実験 を試みた とこ ろ ．Pk一船 Z 遺伝子 は PAT 麟 株の 42 ”

C で の 生 育を飆補 した 。
こ の こ とか ら激 飛 磁 は細胞分 裂時 に機能するタ ンパ ク 質と考え られ た 。 規在 、

Pk −FtsZ

の 舶 卿 σ で の 重舎 ． 及 び tubuiM 構造 の 形 成 につ い て 検討をff　p て い る 。
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